
令和６年４月１０日 

 

奈良県脱炭素・水素社会推進課長 

 

質問回答書 

 

次の委託業務について下記のとおり回答します。 

 

業務名：「（仮称）奈良県脱炭素戦略」策定支援業務委託 

 

No. 質問内容 回答内容 

1 委託仕様書の５ 全体フロー図【参考】に記

載があります、協議会とは、これまでの 

「奈良県エネルギービジョン推進協議会」

という理解でよいか。 

新たな協議会を設置する予定です。 

2 企画提案書について「A4用紙 10枚程度に

まとめる」という記載があるが、両面印刷

で 20ページ程度と想定してよいか。 

10ページ程度としてください。 

3 「②県内における電気自動車（EV）、燃料

電池自動車（FCV）普及課題調査」につい

て、県民アンケートについて言及があるが、

郵送の場合、対象者の住所は貴庁から連携

いただける想定でよいか。 

郵送の場合、必要に応じて住所等の情報を

提供します。 

4 「⑥脱炭素ロードマップの策定」について、

ロードマップの区切りとなる期間の想定は

あるか（2030年までと 2030年以降の 2

フェーズでよいか）。 

ロードマップの区切りとなる期間について

指定はありません。必要と考えるフェーズ

数を提案してください。 

5 本案件は、納品・業務完了後に実績報告書

等で人件費の内訳として工数・単価の明細

や、経費の明細の提示が必要となりますで

しょうか。 

必要ありません。 

6 発注者と受注者の打合せについて、Web開

催または現地開催等、開催方式に指定はあ 

るでしょうか。 

指定ありません。 

7 仕様書の業務内容（１）②における県民ア

ンケートについて、アンケートの配布数・ 

回収数について目安はあるでしょうか。 

目安はありませんが、評価・分析できる手

法を提案してください。 

8 仕様書の業務内容（１）⑤の有識者ヒアリ

ングの対象人数、時期について目安はあ 

るでしょうか。 

目安はありませんが、各分野における脱炭

素施策を戦略に反映できるように、ヒアリ

ングの対象人数、時期を提案してください。 



9 第 2 参加資格 

(7)平成 30 年度以降において、国または

地方公共団体からの次に示す計画策定に関

する業務の履行実績を有すること。】 

・業務の履行実績は、再生可能エネルギー

の導入検討を行った業務、脱炭素ロード

マップの作成を行った業務等についても業

務の履行実績として考えてよろしいでしょ

うか。 

業務の履行実績は内容を確認しないと判断

できませんが、脱炭素ロードマップの作成

は履行実績になり得ると考えます。 

10 第 3 業務の内容 

1 各種調査及び評価・分析等  

（3）新たな金融手法（サステナブルファイ

ナンス）導入調査】 

・新たな金融手法（サステナブルファイナ

ンス）には、サステナブル投資、サステナ

ブル融資、サステナブル債など複数の手法

がありますが、導入に向けて志向している

ものがあればご教示いただけますと幸いで

す。 

新たな金融手法を調査いただき、評価・分

析の上、本県で導入できる新たな金融手法

を提案してください。 

 


